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細胞は、生体内において細胞外微小環境によってその

運命や機能が厳密に制御されている。その因子の一つで

ある細胞外マトリックスは、細胞増殖・分化・機能発現に大

きく貢献しており、人工的に創出することによって、生体外

においても細胞の制御が可能となる。 

１．概要（Summary） 

本研究では、人工的細胞外マトリックスを構築するため

に、ナノファイバー技術に着目した。生体内において細胞

外マトリックスはナノファイバー状の構造を持っており、そ

の構造も細胞制御に重要な役割を果たしている。そこで

本研究では、ナノファイバー技術を用いて細胞外マトリッ

クスを創出することを目的とした。 
更に、細胞にとってどのナノファイバー最も適している

のか不明な点も多く、効率よく同定する必要がある。そこ

で、本研究ではナノファイバーアレイを開発し、効率よくス

クリーニングできる方法を開発した。 
 

【利用した主な装置】 
２．実験（Experimental） 

【NPF074】エックス線光電子分光分析(XPS)装置 
【実験方法】 

本研究でナノファイバーアレイを作製する際に、表面を

コロナ電解処理する必要がある。その処理が表面組成に

どのように影響を与えるのか、XPS により解析した。 
 

本結果としては、ゼラチン（GT）、ポリスチレン（PS）, ポ
リジメチルグルタルイミド（PMGI）を用いて作製したナノフ

ァイバーをコロナ放電処理し、その表面における化学的

特性の変化を評価した（Figure 1）。その結果、どのナノ

ファイバーにおいても O, C, N ピークにはほとんどXPSス

ペクトルの変化は見られなかったので、コロナ放電処理は

ナノファイバーに影響を与えていないことが確認できた。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 

 
Figure 1. Spectrums of X-ray photoelectron 
spectroscopy (XPS) to investigate the effects of 
corona discharge treatments on the GT, PS and 
PMGI nanofibers. Although corona discharge 
treatment increase the signals of SiO2, it did not 
alter the chemical characteristics of nanofibers. 
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